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氏 名 浅見忠男 

職 名 教授 

本学在職期間 17 年 5ヶ月 

所 属 応用生命化学専攻生物生産化学講座生物制御化学研究室 

専 門 分 野  植物ホルモン機能制御に関する化学生物学 

略 歴 

昭和 57年 3月 東京大学農学部卒業 

昭和 59年 3月 東京大学大学院農学系研究科農芸化学専攻修士課程修了 

昭和 62 年 3 月 東京大学大学院農学系研究科農芸化学専攻博士課程修了（農学博

士） 

昭和 62年 4月 日本特殊農薬製造株式会社入社 

平成 3年 4月 理化学研究所入所 

平成 18年 11月 東京大学大学院農学生命科学研究科教授着任 

現在に至る 
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